
 

 

 

 

 

 

 

 

   

対称反射プロファイルによる逆極点の積分逆極点とピーク逆極点 
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概要 

 材料表面の面方向極点図表示に積分強度とピーク強度表示があり、方位の広がりにより値が変わり 

   材料の特性がどのように現れるかシュミレーションを行ってみます。 

   材料特性としては、ＯＤＦ解析後の結晶方位分布図から計算される定量値である VolumeFractionである。 

   同一 VolumeFractionで広がりを変えた場合の比較を行い、その後ｒａｎｄｏｍ状態のプロファイルを 

   プロファイルの幅を変えて比較を行う。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



同一 VolumeFractionで方位の広がりを変える 

 広がりを１０ｄｅｇとする。 

  

 広がりを３０ｄｅｇとする 

  

 

 

 



ODF図比較 

 方位密度の最大値が大幅に異なります。 

 

  Ｍａｘ＝１０８    Ｍａｘ＝４．９ 

 

 最大方位密度が異なり、方位分布が広がると最大方位密度が低下する 

 

 

 

 

 

 

 

 



極点図比較 

 

 

逆極点図比較 

 

 

同一 VolumeFractionでも、方位の広がりが大きいと、方位密度は低下する。 

Cube,Goss,Brassに対し、Copperは密度は ODF図、極点図と同様に１／２で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Cube 

Goss+Brass 

Copper 



では対称反射を考えてみます。 

ｒａｎｄｏｍプロファイルピーク強度を変えずに広がりを変えたデータを作成 

 

 

 

Resioを 0.8degと 2.0degを作成 

 



拡大比較 

 

本来は、Ｒｅｓｉｏが広がれば、ピーク強度が下がるが、プロファイル作成に機能がないため 

単にプロファイルの幅のみを変更して比較する。 

この２つの連続プロファイルを分割して逆極点の計算を行う。 

 



  

 

InverseAllで逆極点を比較する。Randomを Resio0.8 sampleに Resio2.0 

 

積分強度 

ピーク強度 

 

積分強度は方位の広がりを考慮した逆極点であり、実態を表しています。 

Randomに対する比率なので、Cubeに対する Copperのような比率は関係ありません。    


